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学位論文審査結果の要旨
[審査経過］平成１６年１月２８日の第１回審査委員会で審査方針を決定した。基礎学力を確認し、各委員に
よる面接と諮問を行い、２月２日に口頭発表（最終試験）を行った。終了後に開催した最終審査委員会にお
いて協議した結果、次の結論を得た。
[審査結果]今日の大気汚染は、ぜん息や肺がんの増加を招き、内分泌撹乱作用との関連も疑われる等、深
刻化している。その原因物質の一つとして、石炭や石油等の化石燃料の不完全燃焼で発生する多環芳香族炭
化水素（ＰＡＨ）類が指摘されている。本研究は、ＰＡＨが体内で水酸化体（ＯＨＰＡＨ)、更にグルクロン酸や
硫酸抱合体に代謝されて、尿や胆汁中に排泄されることに着目し、尿中の一連のＯＨＰＡＨをバイオマーカー
とするＨPLC分析法を開発した。これにより、自動車排ガス、工場や暖房の排煙、タバコ煙、食物等の多
様な発生源に対応した個人のＰＡＨ曝露を正確に測定できるようになった。次いで、開発した方法を応用し
て、喫煙のバイオマーカーには１‐ヒドロキシピレンより２－ヒドロキシフルオレンの方が適すること、日本
の都市住民よりタイの山間部住民のＰＡＨ曝露量が著しく多く、これは後者が住居内で使用する薪の燃焼煙
に由来すると推定されること等の事実を明らかにした。本研究は、有用なＰＡＨの個人曝露評価法を提供し
ており、多方面でその活用が大いに期待できる。よって、本審査委員会は博士（薬学）に値すると判定した。
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